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    第一章


    
      1主しゅの言葉ことばがアミッタイの子こヨナに臨のぞんで言いった、 2「立たって、あの大おおきな町まちニネベに行いき、これに向むかって呼よばわれ。彼かれらの悪あくがわたしの前まえに上のぼってきたからである」。 3しかしヨナは主しゅの前まえを離はなれてタルシシへのがれようと、立たってヨッパに下くだって行いった。ところがちょうど、タルシシへ行いく船ふねがあったので、船賃ふなちんを払はらい、主しゅの前まえを離はなれて、人々ひとびとと共ともにタルシシへ行いこうと船ふねに乗のった。
    


    
      4時ときに、主しゅは大風おおかぜを海うみの上うえに起おこされたので、船ふねが破やぶれるほどの激はげしい暴風ぼうふうが海うみの上うえにあった。 5それで水夫すいふたちは恐おそれて、めいめい自分じぶんの神かみを呼よび求もとめ、また船ふねを軽かるくするため、その中なかの積つみ荷にを海うみに投なげ捨すてた。しかし、ヨナは船ふねの奥おくに下くだり、伏ふして熟睡じゅくすいしていた。 6そこで船長せんちょうは来きて、彼かれに言いった、「あなたはどうして眠ねむっているのか。起おきて、あなたの神かみに呼よばわりなさい。神かみがあるいは、われわれを顧かえりみて、助たすけてくださるだろう」。
    


    
      7やがて人々ひとびとは互たがいに言いった、「この災わざわいがわれわれに臨のぞんだのは、だれのせいか知しるために、さあ、くじを引ひいてみよう」。そして彼かれらが、くじを引ひいたところ、くじはヨナに当あたった。 8そこで人々ひとびとはヨナに言いった、「この災わざわいがだれのせいで、われわれに臨のぞんだのか、われわれに告つげなさい。あなたの職業しょくぎょうは何なにか。あなたはどこから来きたのか。あなたの国くにはどこか。あなたはどこの民たみか」。 9ヨナは彼かれらに言いった、「わたしはヘブルびとです。わたしは海うみと陸りくとをお造つくりになった天てんの神かみ、主しゅを恐おそれる者ものです」。 10そこで人々ひとびとははなはだしく恐おそれて、彼かれに言いった、「あなたはなんたる事ことをしてくれたのか」。人々ひとびとは彼かれがさきに彼かれらに告つげた事ことによって、彼かれが主しゅの前まえを離はなれて、のがれようとしていた事ことを知しっていたからである。
    


    
      11人々ひとびとは彼かれに言いった、「われわれのために海うみが静しずまるには、あなたをどうしたらよかろうか」。それは海うみがますます荒あれてきたからである。 12ヨナは彼かれらに言いった、「わたしを取とって海うみに投なげ入いれなさい。そうしたら海うみは、あなたがたのために静しずまるでしょう。わたしにはよくわかっています。この激はげしい暴風ぼうふうがあなたがたに臨のぞんだのは、わたしのせいです」。 13しかし人々ひとびとは船ふねを陸りくにこぎもどそうとつとめたが、成功せいこうしなかった。それは海うみが彼かれらに逆さからって、いよいよ荒あれたからである。 14そこで人々ひとびとは主しゅに呼よばわって言いった、「主しゅよ、どうぞ、この人ひとの生命せいめいのために、われわれを滅ほろぼさないでください。また罪つみなき血ちを、われわれに帰きしないでください。主しゅよ、これはみ心こころに従したがって、なされた事ことだからです」。 15そして彼かれらはヨナを取とって海うみに投なげ入いれた。すると海うみの荒あれるのがやんだ。 16そこで人々ひとびとは大おおいに主しゅを恐おそれ、犠牲ぎせいを主しゅにささげて、誓願せいがんを立たてた。
    


    
      17主しゅは大おおいなる魚うおを備そなえて、ヨナをのませられた。ヨナは三日か三夜よその魚うおの腹はらの中うちにいた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1ヨナは魚うおの腹はらの中うちからその神かみ、主しゅに祈いのって、 2言いった、

      
        「わたしは悩なやみのうちから主しゅに呼よばわると、

        主しゅはわたしに答こたえられた。

        わたしが陰府よみの腹はらの中うちから叫さけぶと、

        あなたはわたしの声こえを聞きかれた。

        3あなたはわたしを淵ふちの中なか、

        海うみのまん中なかに投なげ入いれられた。

        大水おおみずはわたしをめぐり、

        あなたの波なみと大波おおなみは皆みな、わたしの上うえを越こえて行いった。

        4わたしは言いった、

        『わたしはあなたの前まえから追おわれてしまった、

        どうして再ふたたびあなたの聖せいなる宮みやを望のぞみえようか』。

        5水みずがわたしをめぐって魂たましいにまでおよび、

        淵ふちはわたしを取とり囲かこみ、

        海草かいそうは山やまの根元ねもとでわたしの頭あたまにまといついた。

        6わたしは地ちに下くだり、

        地ちの貫かんの木きはいつもわたしの上うえにあった。

        しかしわが神かみ、主しゅよ、

        あなたはわが命いのちを穴あなから救すくいあげられた。

        7わが魂たましいがわたしのうちに弱よわっているとき、

        わたしは主しゅをおぼえ、

        わたしの祈いのりはあなたに至いたり、

        あなたの聖せいなる宮みやに達たっした。

        8むなしい偶像ぐうぞうに心こころを寄よせる者ものは、

        そのまことの忠節ちゅうせつを捨すてる。

        9しかしわたしは感謝かんしゃの声こえをもって、

        あなたに犠牲ぎせいをささげ、わたしの誓ちかいをはたす。

        救すくいは主しゅにある」。

        

      
10主しゅは魚うおにお命めいじになったので、魚うおはヨナを陸りくに吐はき出だした。
    

  


  


  
    第三章


    
      1時ときに主しゅの言葉ことばは再ふたたびヨナに臨のぞんで言いった、 2「立たって、あの大おおきな町まちニネベに行いき、あなたに命めいじる言葉ことばをこれに伝つたえよ」。 3そこでヨナは主しゅの言葉ことばに従したがい、立たって、ニネベに行いった。ニネベは非常ひじょうに大おおきな町まちであって、これを行いきめぐるには、三日かを要ようするほどであった。 4ヨナはその町まちにはいり、初はじめ一日にち路じを行ゆきめぐって呼よばわり、「四十日にちを経へたらニネベは滅ほろびる」と言いった。 5そこでニネベの人々ひとびとは神かみを信しんじ、断食だんじきをふれ、大おおきい者ものから小ちいさい者ものまで荒布あらぬのを着きた。
    


    
      6このうわさがニネベの王おうに達たっすると、彼かれはその王座おうざから立たち上あがり、朝ちょう服ふくを脱ぬぎ、荒布あらぬのをまとい、灰はいの中なかに座ざした。 7また王おうとその大臣だいじんの布告ふこくをもって、ニネベ中なかにふれさせて言いった、「人ひとも獣けものも牛うしも羊ひつじもみな、何なにをも味あじわってはならない。物ものを食くい、水みずを飲のんではならない。 8人ひとも獣けものも荒布あらぬのをまとい、ひたすら神かみに呼よばわり、おのおのその悪わるい道みちおよびその手てにある強暴きょうぼうを離はなれよ。 9あるいは神かみはみ心こころをかえ、その激はげしい怒いかりをやめて、われわれを滅ほろぼされないかもしれない。だれがそれを知しるだろう」。
    


    
      10神かみは彼かれらのなすところ、その悪わるい道みちを離はなれたのを見みられ、彼かれらの上うえに下くだそうと言いわれた災わざわいを思おもいかえして、これをおやめになった。
    

  


  


  
    第四章


    
      1ところがヨナはこれを非常ひじょうに不快ふかいとして、激はげしく怒いかり、 2主しゅに祈いのって言いった、「主しゅよ、わたしがなお国くににおりました時とき、この事ことを申もうしたではありませんか。それでこそわたしは、急いそいでタルシシにのがれようとしたのです。なぜなら、わたしはあなたが恵めぐみ深ふかい神かみ、あわれみあり、怒いかることおそく、いつくしみ豊ゆたかで、災わざわいを思おもいかえされることを、知しっていたからです。 3それで主しゅよ、どうぞ今いまわたしの命いのちをとってください。わたしにとっては、生いきるよりも死しぬ方ほうがましだからです」。 4主しゅは言いわれた、「あなたの怒いかるのは、よいことであろうか」。 5そこでヨナは町まちから出でて、町まちの東ひがしの方ほうに座ざし、そこに自分じぶんのために一つの小屋こやを造つくり、町まちのなりゆきを見みきわめようと、その下したの日ひ陰かげにすわっていた。
    


    
      6時ときに主しゅなる神かみは、ヨナを暑あつさの苦痛くつうから救すくうために、とうごまを備そなえて、それを育そだて、ヨナの頭あたまの上うえに日陰ひかげを設もうけた。ヨナはこのとうごまを非常ひじょうに喜よろこんだ。 7ところが神かみは翌日よくじつの夜明よあけに虫むしを備そなえて、そのとうごまをかませられたので、それは枯かれた。 8やがて太陽たいようが出でたとき、神かみが暑あつい東風ひがしかぜを備そなえ、また太陽たいようがヨナの頭あたまを照てらしたので、ヨナは弱よわりはて、死しぬことを願ねがって言いった、「生いきるよりも死しぬ方ほうがわたしにはましだ」。 9しかし神かみはヨナに言いわれた、「とうごまのためにあなたの怒いかるのはよくない」。ヨナは言いった、「わたしは怒いかりのあまり狂くるい死しにそうです」。 10主しゅは言いわれた、「あなたは労ろうせず、育そだてず、一夜やに生しょうじて、一夜やに滅ほろびたこのとうごまをさえ、惜おしんでいる。 11ましてわたしは十二万まんあまりの、右左みぎひだりをわきまえない人々ひとびとと、あまたの家畜かちくとのいるこの大おおきな町まちニネベを、惜おしまないでいられようか」。
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